
   

産 業 建 設 委 員 会  
令和 6 年 1 月 26 日(金)  

午前 10 時～  時  分  

全 員 協 議 会 室  

 

【委 員】川上委員長、田畑副委員長 

村木委員、大谷委員、小川委員、佐々木委員、牛尾委員 

【議長・委員外議員】 

【執行部】 

 （産業経済部）佐々木産業経済部長、大屋商工労働課長、佐々木農林振興課長、永見水産振興課長 

 （都市建設部）戸津川都市建設部長 

（金 城 支 所）河内産業建設課長 

（弥 栄 支 所）馬場弥栄支所長、三浦産業建設課長 

【事務局】大下書記 

 
議 題 

1 執行部報告事項 

（1） 三桜酒造跡地における公共活用基本方針策定業務委託報告について【商工労働課】 

（2）ふるさと寄附について                  【ふるさと寄附推進室】 

（3）令和 5年 浜田漁港水揚げ実績について 【水産振興課】 

（4）リフレパークきんたの里の入浴料金の改定について    【金城支所産業建設課】  

（5）その他 
   （配布物）・漁業別水揚げについて 

 

2 その他 

  

3  取組課題について（委員間で協議） 

 

   

 

  



 

 

三桜酒造跡地における公共活用基本方針策定業務委託報告について 

 

 

1 委 託 先 株式会社エブリプラン（島根県松江市） 

 

2 委託期間 令和 5 年 6 月 8 日～12 月 28 日（7 か月間） 

 

3 委 託 料 7,914,500 円 

 

4 業務内容 （1）基礎的な資料の収集及び整理分析 

       （2）市民意向調査の実施 

       （3）検討委員会の運営支援 

       （4）利活用方針の検討 

 

5 報告書（概要：詳細は別紙） 

 （1）活用の目的 

〇 JR 浜田駅から近く、交差点に隣接するまとまった土地である 

〇 商業ゾーンと文教ゾーンの結節点に位置し、賑わい創出と文化教育に資する 

好条件地である 

〇 世代を超えた市民や観光客などの憩いの場、交流の場としての可能性がある 

上記理由により、「賑わい創出」・「浜田駅周辺エリアの活性化」等につながる 

施設を検討する 

 （2）検討手法 

〇 基礎的調査（資料整理、現場踏査、簡易測量等） 

〇 アンケート調査（市民、高校生・大学生、宿泊者） 

〇 関係団体ヒアリング（子育て世代、若者、地元自治会、神楽関係団体） 

○ 三桜酒造跡地公共活用検討委員会における提言書作成 

 

6 今後のスケジュール 

1 月 26 日（金） 市議会産業建設委員会 

2 月 6 日（火） 市議会全員協議会 

2 月中旬 令和 6 年度施政方針の公表 

2 月下旬 市議会 3 月定例会議（令和 6 年度関連予算の上程） 

 

 

令 和 6 年 1 月 2 6 日 

産 業 建 設 委 員 会 資 料 

産業経済部商工労働課 



１．業務の概要
背景・目的
①三桜酒造跡地について

• 商店街・商業施設や宿泊施設が位置する商業ゾーンと、学校や図書館などが立地する文教ゾーンとの結節点に位置
• 交流施設としては約1,000人収容可能な石央文化ホールが、公園施設としては野球場や体育館などがある東公園が近隣に位置
• 浜田駅からのアクセスも良く、多くのバス路線が通行する利便性の高い土地
⇒ 世代を超えた市⺠や観光客などの憩いの場、交流の場としての活用など、跡地の有効活用が⻑年望まれてきた
②活用検討に至る経緯

• 令和４年６月に地権者代表より本市に売却したいとの申し出があり、売買条件の合意に至ったため、令和５年度、浜田市土地開発公社
により先行取得

• 学識経験者、経済団体、地元団体などからなる「三桜酒造跡地公共活用検討委員会」を設置し、利活用方針を検討
• 市⻑から検討委員会に対し、活用の⼀例として「石⾒神楽伝承施設」（「石⾒神楽伝承館」及び「神楽ホール」（いずれも仮称）の２

施設で構成）の設置候補地への追加の是非について検討を依頼

業務内容
①基礎的な資料の収集及び整理分析

• 基礎調査：市の概要や対象区域の現状について調査
• 対象地の現状把握：三桜酒造跡地に関する既存資料の整理、現状

把握
• 敷地の分析：対象地が有する敷地のポテンシャルについて整理
• 対象地の利活用に関する機能の整理：検討委員会での意⾒等を踏

まえた対象地の利活用に関する機能の整理、類似事例の収集
②市⺠意向調査の実施

• 市⺠、学生、宿泊者へのアンケート調査
• 関係団体等へのヒアリング調査
③検討委員会の開催

• 計４回（６月、９月、11月、12月）開催
• 利活用方針について意⾒交換を行い、提言書として整理
④利活用方針の検討

• 基礎調査、市⺠意向調査、検討委員会での意⾒等を踏まえ、利活
用の方向性や活用イメージについて整理

• 施設整備に向けた課題についても整理

対 象 地

＜三桜酒造跡地（航空写真）＞

三桜酒造跡地における公共活用基本方針策定業務 報告書 概要版
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２．基礎調査

交通環境
• 周辺駐車場：時間貸し約450台、公共施設約400台
• 近接してバス停があり、市内6路線が通過
• 中高生の通学路や周辺住⺠の買い物通路になっている

立地状況
• 多くの公共施設・商業施設・宿泊施設などが立地している
• 中規模程度の施設や、市⺠が集うような公園がない
• 商業地域で建築物制限は少ない

人口動向
• 市域全体で少子高齢化が進行
• 浜田駅周辺地域では高齢化率はやや低いものの、人口は減少

傾向にある

2

対象地周辺の時間貸し駐車場

名称
駐車台数
（台）

昭和通り駐車場 67
グルメパーキング 46
わんわんパーキング 52
どんちっちパーキング 58
市営道分山立体駐車場 169
ポケットパーキング 66

合計 458

歩行者交通量 単位：人
平日 休日

中高生以下 308 88
大人 394 449

合計 702 537
中高生以下 324 77
大人 255 272

合計 579 349
中高生以下 137 32
大人 455 451

合計 592 483
中高生以下 87 6
大人 198 180

合計 285 186

断面①

区分

断面②

断面③

断面④

対象地周辺の公共施設駐車場

名称
駐車台数
（台）

石⾒まちづくりセンター 21
中央図書館 109
東公園 264

合計 394

＜周辺駐車場の状況＞

＜対象地付近の交通量の状況＞

＜商業、医療・
福祉施設等＞

＜公共施設等＞



２．基礎調査（続き）

対象地の現状
• 浜田川側と県道側では、約１ｍ程度の段差がある
• 周辺からよく⾒える位置にある
• 特に昭和通りや朝日町商店街方面からの正面に当たる

石見神楽に関する情報の整理
• 主要な定期公演は、三宮神社、はっしー広場、美又温泉会館
• 三宮神社の入場者数（コロナ禍前）は最大160〜190人/日程度

観光施設の立地及び来園状況
• 観光客は、アクアスや石⾒海浜公園、はまだお魚市場が中心

3昭和通りからの景観 朝日町商店街からの景観

はっしー広場の定期公演

（出典：浜田市観光協会HP）
定期公演（三宮神社）の様子



３．市⺠意向調査

市⺠アンケート調査［対象者：15歳以上の市内在住者2,000人（無作為抽出） 回答数：656人（回収率32.8%）］
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 具体的な利用シーン（各年代の上位意⾒）

 三桜酒造跡地の活用イメージ

「必要」との回答が多かったもの 「必要でない」との回答が多かったもの
小さい子ども連れでもゆっくりお茶や食事を楽しむ

（10-20代：65.3％、30-40代：62.5％、50-60代：51.1％、70代以上：42.1％）
神楽に関する道具や歴史資料などを観覧している

（10-20代：44.5％、30-40代：47.2％、50-60代：36.2％）

雨の日でも子ども達が屋内で楽しく遊んでいる
（10-20代：65.9％、30-40代：59.7％、50-60代：41.1％）

市⺠や観光客が神楽鑑賞を楽しんでいる
（30-40代：35.9％、50-60代：35.1％）

ママ友や高齢者などがゆったり歓談している
（30-40代：53.5％、50-60代：43.0％、70代以上：44.6％）

観光客が伝統工芸品などを⾒学・購入に訪れる
（10-20代：37.1％、30-40代：34.9％）

マルシェなど多様なイベントをしている （10-20代：54.0％）
市⺠がゆったり、⽊陰で休憩や散策している （70代以上：44.5％）

社会人が仕事や勉強をしている
（50-60代：35.7％、70代以上：23.3％）



３．市⺠意向調査（続き）
宿泊者アンケート調査［対象者：浜田駅周辺の宿泊施設（計11施設）の宿泊者 回答数：271人］
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 浜田市の観光イメージ  駅周辺にあったら利用したいと思う施設

関係団体ヒアリング
［NPO法人はまだおやこ劇場、島根県立大学学生、地元自治会、
神楽団体関係者］
• カフェなどが併設された市⺠がくつろげる空間（広場など）

で気軽に過ごせる空間や、マルシェやイベント等が開催され
るような空間が望まれていると思われる。

• また、中規模程度のホールがなく、サークル活動の発表の場
やイベントなどが開催しにくいという意⾒もあった。

活用イメージの例：福山市中央公園



４．検討委員会及び提言

【構成員】 学識経験者、経済団体、地元団体、観光団体、建設・設計事業者、地域協議会、交流に関係する団体 計16名
会⻑：林 秀司 氏（島根県立大学 副学⻑） 副会⻑：田中 昌昭 氏（石央商工会 会⻑）

検討委員会の開催概要

「三桜酒造跡地の公共活用に関する提言書」の概要
活用にあたっての基本的考え方
市⺠による多目的・多用途な利用を中心に、市の内外から多くの人が訪れ、賑わいのある公共
用空間となるような整備・活用を求める。
活用のイメージ

• 普段は市⺠の誰もがカフェや広場でゆっくり過ごすことができる場
• 週末や休日には、マルシェ・朝市、フリーマーケット、各種イベントなどを開催できる場
• 伝統芸能である石⾒神楽など、市⺠や観光客が浜田らしさを⾝近に感じることができる場

具体化に向けての検討課題として考慮すべき事項
• 市⺠利用が主体となる公共用自由空間を行政が整備し、賑わいの創出には⺠間の活⼒やノウ

ハウを生かすPPP/PFI事業手法などを検討すべきであること
• 担い手（運営者や参画者などの協⼒者など）が必要不可欠であり、今後の基本計画の策定に

おいては、運営・管理などの体制・ルールづくりを検討すべきであること
• すぐに整備するのではなく、社会実験を実施しながら、具体的な整備を進める手法についても検討すべきであること
• 駅周辺エリア全体で、既存施設や遊休施設などの利活用を整理したまちづくり構想も併せて検討すべきであること

※「石見神楽伝承施設」の設置について
候補地の⼀つとして三桜酒造跡地を追加することは差し支えない。
ただし設置の可否については、以下の２点について市として十分検討した上で判断することを求める。
• 基本的考え方の「市の内外から多くの人が訪れ、賑わいのある公共用空間」となるような整備・活用ができるかどうか
• 他の候補地も含めて比較検証した上で適切な場所であるかどうか

第１回
（令和５年６月22日）

・会⻑・副会⻑の選任 ・市⺠意向調査・関係団体等ヒアリングの調査計画
・検討の目的、対象地の現状 ・現時点での利活用に対する意⾒交換

第２回
（ 〃 ９月７日）

・基礎的調査・敷地分析の確認
・市⺠アンケート、関係団体ヒアリング等を踏まえた、利活用方針や導入機能に関する意⾒交換

第３回
（ 〃 11月８日） ・利活用の方向性（案）についての意⾒交換

第４回
（ 〃 12月７日）

・提言書の取りまとめ
・整備計画の策定や実現に向けた課題に対する意⾒交換

【開催状況】
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令和5年12月31日現在 ○年度別実績及び累計額 

 

 

ふるさと寄附について 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

3 取り組みについて 

 2 【企業版】12月までの寄附額 1,000万円（2件） 

 1 【個人版】12月までの寄附額 9億9,168万7千円（対前年同月比91.7％） 

    

 

令 和 6年 1月 2 6日 

産業建設委員会資料 

産業経済部ふるさと寄附推進室  

年　度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 12月まで累計 寄附単価

令和5 36,337 42,875 43,276 46,337 51,738 282,537 58,314 113,997 316,276 0 0 0 991,687 991,687
対前年比 91.7% 87.8% 71.1% 94.2% 98.0% 395.4% 52.0% 54.3% 72.4% 0.0% 0.0% 0.0% 91.7% 83.0%

4年 39,637 48,827 60,852 49,206 52,775 71,462 112,250 209,971 436,996 41,234 33,384 37,894 1,081,976 1,194,488 23,481

3年 44,312 49,470 65,237 58,958 47,200 80,055 109,932 199,826 451,983 46,365 40,939 45,596 1,106,973 1,239,873 24,261

2年 61,086 56,642 57,571 49,311 41,950 67,308 128,267 185,186 425,195 44,431 37,066 44,357 1,072,517 1,198,371 23,672

元年 53,722 85,382 73,955 63,530 66,439 113,572 94,910 177,178 482,328 38,421 33,925 55,865 1,211,017 1,339,227 22,948

令和5 1,592 1,649 1,910 2,101 2,337 10,784 2,307 4,445 10,968 0 0 0 38,093 38,093
対前年比 83.5% 71.3% 70.0% 82.9% 86.0% 294.8% 48.0% 50.0% 66.3% 0.0% 0.0% 0.0% 82.7% 75.0%

4年 1,906 2,313 2,730 2,533 2,718 3,658 4,803 8,887 16,531 1,505 1,423 1,792 46,079 50,799
3年 1,989 2,257 3,287 2,742 2,356 3,695 4,638 7,970 16,693 1,803 2,065 2,213 45,627 51,708
2年 2,682 2,468 2,721 2,262 2,011 2,973 6,188 7,853 16,149 1,747 1,620 2,074 45,307 50,748
元年 2,874 4,800 3,769 3,425 3,487 5,781 4,057 7,373 17,207 1,314 1,423 2,327 52,773 57,837

257,393 26.0% 244,998

113,912 11.4% 86,133

85,811 8.7% 203,440

991,687

合　計

金額
(千円)

件数
（件）

使途

第1号 石見神楽等の伝統芸能の継承 第4号 青少年の健全育成・子供を安心して産み育てる環境づくり 24.7%

第2号　自然環境並びに歴史的・文化的資源の保全・活用 第5号 農林水産業等の地域産業の振興 8.7%

第3号 高齢者福祉・障がい者福祉並びに地域医療の充実 第6号 その他市長が必要と認める 20.5%

合　計 100.0%

26,033

◆ワンストップ特例申請のオンラ
イン受付については、昨年度に
「さとふる」サイトからのご寄
附について受付を開始しました
が、8月1日から、浜田市への全
てのご寄附に対して、オンライ
ン申請が出来るよう整備し、寄
附者の利便性の向上を図りまし
た。 

ワンストップ特例申請【浜田市全サイト・オンライン受付】の開始 

 
 

     ◆ふるさと納税ポータルサイト「三越

伊勢丹ふるさと納税」に参加し、11月

28日から寄附受付を開始しました。 

 これにより、浜田市特設サイトを含

め、ポータルサイト数は9サイトにな

りました。 

◀受託事業者シフトプラス

社の企画により、各事業者

の返礼品を組合せて、1回

のご寄附で定期的に届く

「浜田コラボ定期便」を開

発しPRを行いました。 

 （12ヶ月ｺｰｽ：寄附額188,000円） 

 

（5回ｺｰｽ：寄附額79,000円） 

 

島根県浜田市 
◀寄附者が返礼品選びで重視す

る、お品を受け取った感想 (レ

ビュー)記事を増やすため、11

月からキャンペーンを実施し、

取り組みました。 

寄附受付サイトの追加  新規返礼品の開発/キャンペーンの実施 



 
 
 
 
 

4 特産品ランキング（4月～12月） 

合計 割合

1 のどぐろ一夜干し無添加個包装５枚　計８００ｇ「大人気セット」 20,000 4,571 91,420,000 9.17%

2 この男の目利き！　～浜田の旨い鮮魚3回お届けコース～ 80,000 480 38,400,000 3.85%

3 この男、極める！～浜田の旨い鮮魚12か月毎月お届けコース～ 320,000 80 25,600,000 2.57%

4 「さとふる」山陰浜田産厳選のどぐろ干物(4～5枚)計600g前後　薄塩味(個包装) 20,000 1,279 25,580,000 2.56%

5 のどぐろ干物（4～5枚 計600ｇ 20～22㎝前後） 20,000 1,171 23,420,000 2.35%

6 特大のどぐろ【大秀商店の一夜干し】 30,000 734 22,020,000 2.21%

7 大秀商店の「のどぐろ（超特大）」（3尾入） 30,000 651 19,530,000 1.96%

8 687-B.ボイルでお届け。本松葉蟹（タグ付き）Ｃセット<12月～3月上旬までのお届け> 70,000 260 18,200,000 1.82%

9 【令和５年産】特別栽培米「匠のつや姫」（１０ｋｇ×６回コース） 88,000 201 17,688,000 1.77%

10 686-B.ボイルでお届け。本松葉蟹（タグ付き）Ｂセット<12月～3月上旬までのお届け> 70,000 242 16,940,000 1.70%

11 大秀商店の「のどぐろ（大）」（5尾入） 30,000 456 13,680,000 1.37%

12 無添加干し柿（西条柿）<2024年2月以降より順次発送> 10,000 1,269 12,690,000 1.27%

13 のどぐろ一夜干し無添加個包装５枚　計１.5ｋｇ「大満足セット」 35,000 350 12,250,000 1.23%

14 幻の高級魚「のどぐろ（鮮魚）」 36,000 339 12,204,000 1.22%

15 【令和5年産】ほんき村のこしひかり 30kg（5kg×6回コース） 49,000 244 11,956,000 1.20%

（2）特産品寄附金額ランキング（上位15品）

順位 特産品名 寄附金額 申込件数
受入寄附金額

合計 割合 合計 割合

1 のどぐろ関連 26,432 480,751,000 44.57% 1 のどぐろ関連 19,698 465,715,000 46.69%

2 水産物・水産加工品 6,522 208,585,000 19.34% 2 水産物・水産加工品 6,855 212,255,000 21.28%

3 お米 3,262 102,915,000 9.54% 3 お米 2,813 96,168,000 9.64%

4 肉・卵・ぎょうざ 3,456 57,555,000 5.34% 4 飲料・コーヒー 2,850 50,986,000 5.11%

5 飲料・コーヒー 2,900 48,201,000 4.47% 5 肉・卵・ぎょうざ 2,967 49,043,000 4.92%

6 水産物鍋セット 2,736 48,018,000 4.45% 6 加工食品・料理 3,158 46,125,000 4.62%

7 加工食品・料理 2,778 41,375,000 3.84% 7 水産物鍋セット 1,008 16,744,000 1.68%

8 あとからゆっくり特産品を選べるプラン 782 30,029,000 2.78% 8 あとからゆっくり特産品を選べるプラン 1,137 15,946,000 1.60%

9 関東食事プラン 362 15,770,000 1.46% 9 野菜、果物 1,121 15,223,000 1.53%

10 野菜、果物 1,212 14,620,000 1.36% 10 関東お食事プラン 310 9,388,000 0.94%

11 工芸品 89 9,520,000 0.88% 11 工芸品 81 8,703,000 0.87%

12 菓子・スイーツ 512 6,394,000 0.59% 12 菓子・スイーツ 271 3,939,000 0.39%

13 お酒 319 5,931,000 0.55% 13 お酒 188 3,276,000 0.33%

14 バラエティー定期便 43 4,940,000 0.46% 14 レジャー・体験・宿泊 36 1,670,000 0.17%

15 レジャー・体験・宿泊 28 1,670,000 0.15% 15 バラエティー定期便 18 920,000 0.09%

16 神楽関連・グッズなど 55 1,576,000 0.15% 16 神楽関連・グッズなど 31 633,000 0.06%

17 その他 50 748,000 0.07% 17 その他 44 712,000 0.07%

51,538 1,078,598,000 100.00% 42,586 997,446,000 100.00%合計 合計

※特産品の申し込みがあった寄附金額となります。

（1）特産品カテゴリ別　寄附金額ランキング

令和4年度 令和5年度

順位 特産品カテゴリ 申込件数
寄附金額

順位 特産品カテゴリ 申込件数
寄附金額



令和 5年 浜田漁港水揚げ実績について 

 

 令和 5年 1月から令和 5年 12月の水揚げは、数量が前年比 3.2％増の 10,510

トン、金額が前年比 7.5％増の 37 億 5,577 万円で、数量・金額ともに前年を上

回る実績となった。 

 

 

 

 

 地元沖合底びき網漁業（4ヶ統）の水揚量は、前年比 15.7％減の 1,957トン、

水揚金額は、前年比 3.6％増の 16億 2,841万円であった。 

 地元中型まき網漁業（1ヶ統）の水揚量は、前年比 18.9％増の 2,436トン、水

揚金額は、前年比 11.7％増の 4億 3,833万円であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［主な出来事］ 

時 期 内 容 

1月～2月 前年末の海難事故により、第 5・6あけぼの丸（地元沖合底びき網

漁業）が休漁 

3月～5月 第 6・11・12 あけぼの丸（地元沖合底びき網漁業）が 3 隻体制で

操業。第 5あけぼの丸は事故による損傷が大きく廃船 

3月 高度衛生管理型 4号荷さばき所 竣工 

8月  地元沖合底びき網漁業で 35 年振りとなる新船、第 11・12 あけぼ

の丸（株式会社浜田あけぼの水産所有）が操業開始 

 

令和 6 年 1 月 26 日 
産業建設委員会資料 
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数量（㎏） 前年比 金額（円） 前年比

全漁業種 R5年 10,510,151.7 103.2% 3,755,773,723 107.5%

R4年 10,183,917.8 3,495,014,709

令和5年　浜田漁港水揚げ

数量（㎏） 前年比 金額（円） 前年比

地元沖合底びき網漁業 R5年 1,957,060.1 84.3% 1,628,413,820 103.6%

R4年 2,321,006.2 1,572,043,314

地元中型まき網漁業 R5年 2,435,967.2 118.9% 438,330,189 111.7%

R4年 2,049,494.0 392,265,193

地元外中型まき網漁業 R5年 1,092,347.0 107.7% 229,955,422 101.8%

R4年 1,014,470.0 225,788,626

大中型まき網漁業 R5年 4,448,642.0 110.4% 810,929,732 119.2%

R4年 4,029,116.0 680,369,210

定置網漁業 R5年 155,207.9 45.6% 75,483,856 72.2%

R4年 340,521.7 104,492,107

小型いか釣漁業 R5年 94,736.0 97.4% 93,229,008 132.3%

（5トン以上） R4年 97,221.0 70,456,509

一本釣漁業 R5年 158,802.3 85.1% 155,506,624 99.4%

（採貝藻含む） R4年 186,580.2 156,465,872

主な漁業種



 

リフレパークきんたの里の入浴料金の改定について（報告） 

 リフレパークきんたの里（指定管理者：株式会社かいげつ）の日帰り入浴料金について、光熱

費や原材料費をはじめとするコストの高騰により、令和 5 年 12 月 20 日付で料金の値上げの承

認申請がありました。つきましては、以下のとおり料金改定を承認しましたのでご報告いたし

ます。 

1 料金改定内容 

・大人（中学生以上）  700円（旧価格 600円） 

・小学生        350円（旧価格 250円） 

・回数券（10回分）  6,000円（旧価格 5,400円） 

2 料金改定時期 

・令和 6年 4月 1日（月）から 

3 周知について 

令和 6年 1月より順次、館内掲示や施設ホームページ及び浜田市ホームページ等に

て周知を進めております。 

4 浜田市リフレッシュビレッジ施設条例の利用料金について（第 12条関係） 

区分 範囲 備考 

大人 

(中学生以上) 

418円以上 

837円以下 

⑴ 回数券等を発行する場合の入浴料金の割引率は 3割以内とする。 

⑵ 回数券等による入浴料金の還付は行わない。 

⑶ 大人が同伴する小学生未満の子どもの入浴料金は無料とする。 

⑷ 入浴料金は、入湯税を含む。 
小学生 

208円以上

418円以下 

5 近隣の入浴施設の日帰り入浴料金 

施設名 料金 備考 

美又温泉国民保養

センター 

（指定管理） 

大人（中学生以上） 600円 

小学生       300円 

回数券（10回分）  5,000円 

令和 4年 11月より料金を改定 

大人（中学生以上） 旧価格 500円 

小学生       旧価格 250円 

旭温泉あさひ荘 

（指定管理） 

大人（中学生以上） 500円 

小学生       200円 

回数券（11回分）  5,000円 

 

千畳苑 

（指定管理） 

大人（中学生以上） 360円 

小学生       250円 

回数券（11回分）  3,600円 

令和 6年 4月 1日条例施行に向け指定管理

者と協議中 

子安華湯館 

（民間） 

大人（中学生以上） 500円 

小学生       250円 

回数券（10回分）  4,000円 

 

美又温泉会館 

（民間） 

大人（高校生以上） 400円 

中学生以下     200円 

回数券（11回分） 4,000円 

令和 5年 7月より料金を改定 

大人（高校生以上） 旧価格  350円 

回数券       旧価格 3,500円 

 

令 和 6 年 1 月 26 日 

産業建設委員会資料 

金城支所産業建設課 



 

弥栄肉用牛改良流通センターの施設運営について  

 

浜田市弥栄肉用牛改良流通センターにつきましては、令和 4 年 7

月に JA しまねが県全域の肥育事業から撤退するとの新聞報道があっ

て以降、県、 JA しまねいわみ中央地区本部、畜産事業体等と施設運

営について検討してまいりました。  

1 月 22 日（月）、施設管理業務委託先の JA しまねいわみ中央地区

本部から、新たな体制を構築し業務受託を継続する（令和 9 年度末

まで）旨の連絡がありましたので報告します。  

 

1 施設の概要  

施設名  
延床  

/敷地面積  
築年  備    考  

弥栄肉用牛改良

流通センター  

3,469 ㎡

/97,945 ㎡  

H7～  

R18 

牛舎 5 棟、堆肥舎 1 棟、

倉庫 3 棟、出荷施設 1 棟  

 

2 今後の施設運営  

JA しまねいわみ中央地区本部と地域の担い手農家が連携した新

たな運営体制により、繁殖経営を中心とした担い手育成及び肉用

牛の生産拠点とする。  

 

 

◆体制イメージ  

 

 

 

 

 

 

 

  

令 和 6 年 1 月 2 6 日 
産業建設委員会資料  
弥栄支所産業建設課 

浜田市  
JA しまね  

いわみ中央  

地区本部  

担 い 手 農 家 
 (繁殖生産者 ) 
【浜田市】  

担 い 手 農 家 
(繁殖生産者 ) 
【江津市】  

委託  

連携  



　　　 令 和 6 年 1 月 26 日
産業建設委員会資料№1
産業経済部水産振興課

◆全体状況◆ 水揚量：773トン（前年比：134％、+197トン） 水揚金額：3億7,958万円（前年比：102％、+869万円）

〈令和5年12月〉漁業別水揚げについて（報告）
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R5累計37.6億

(前年比108%)

【地元中型まき網漁業】 水揚量：35トン（前年比65％,-19トン）

水揚金額：801万円（前年比38％,-1,286万円）

☆マアジ

〈R4.12〉47トン・平均単価418円/㎏ ⇒ 〈R5.12〉30トン・平均単価230円/㎏

☆マサバ

〈R4.12〉5.8トン・平均単価83円/㎏ ⇒ 〈R5.12〉2.1トン・平均単価92円/㎏

☆サワラ

〈R4.12〉0.6トン・平均単価616円/㎏ ⇒ 〈R5.12〉1トン・平均単価601円/㎏

◆前年同月よりサワラの水揚げが増加したが、マアジ・マサバの水揚げが減少
したため、全体水揚量、金額ともに減少した。

【地元沖合底びき網漁業】水揚量：223トン（前年比84％,-42トン）
水揚金額：1億7,048万円（前年比90％,-1,941万円）

☆アンコウ

〈R4.12〉20トン・平均単価1,396円/㎏ ⇒ 〈R5.12〉12トン・平均単価951円/㎏

☆ミズカレイ

〈R4.12〉23トン・平均単価639円/㎏ ⇒ 〈R5.12〉8トン・平均単価981円/㎏

☆マダイ

〈R4.12〉15トン・平均単価1,372円/㎏ ⇒ 〈R5.12〉18トン・平均単価1,429円/㎏

☆ノドグロ（メッキン除く）

〈R4.12〉0.6トン・平均単価8,513円/㎏ ⇒ 〈R5.12〉1.2トン・平均単価6,845円/㎏

◆前年同月よりマダイ・ノドグロ（メッキン除く）の水揚げが増加したが、アンコウ・
ミズカレイの水揚げが減少したため、全体水揚量、金額ともに減少した。

【大中型まき網漁業】 水揚量：445トン（前年比186％,+206トン）
水揚金額：1億2,734万円（前年比143％,+3,807万円）

☆マアジ

〈R4.12〉170トン・平均単価370円/㎏ ⇒ 〈R5.12〉73トン・平均単価424円/㎏

☆マサバ

〈R4.12〉33トン・平均単価129円/㎏ ⇒ 〈R5.12〉205トン・平均単価192円/㎏

☆サバ（マサバ以外）

〈R4.12〉0.2トン・平均単価184円/㎏ ⇒ 〈R5.12〉78トン・平均単価286円/㎏

◆前年同月よりマアジの水揚げが減少したが、マサバ・サバ（マサバ以外）の水
揚げが増加したため、全体水揚量、金額ともに増加した。

【地元外中型まき網漁業】 水揚量：42トン（前年比-％,+42トン）

水揚金額：680万円（前年比-％,+680万円）
☆マアジ

〈R4.12〉0トン ⇒ 〈R5.12〉28トン・平均単価166円/㎏

☆マサバ

〈R4.12〉0トン ⇒ 〈R5.12〉11トン・平均単価97円/㎏

☆サワラ

〈R4.12〉0トン ⇒ 〈R5.12〉1.4トン・平均単価522円/㎏

◆前年同月は入港が無かったが、今年は1回の入港回数があった。



令和4年　令和5年　漁業別水揚げ比較表
12月 1月～12月累計

漁 業 種 類 年 数量(kg) 比率(%) 金額（税抜） 比率(%) 金額（税込） 数量(kg) 比率(%) 金額（税抜） 比率(%) 金額（税込）
01 4 264,799.0 175,821,189 189,886,914 2,321,006.2 1,455,595,320 1,572,043,314

沖合底曳網（地元船） 5 222,795.1 157,853,380 170,481,652 1,957,060.1 1,507,790,395 1,628,413,820

02 4 0.0 0 0 0.0 0 0

沖合底曳網（地元外） 5 0.0 0 0 0.0 0 0

03 4 0.0 0 0 0.0 0 0

小 型 底 曳 網 5 0.0 0 0 0.0 0 0

04 4 239,177.0 82,656,399 89,268,908 4,029,116.0 629,971,495 680,369,210

大 中 型 旋 網 5 444,729.0 117,909,416 127,342,169 4,448,642.0 750,860,870 810,929,732

05 4 54,431.9 19,321,200 20,866,895 2,049,494.0 363,208,519 392,265,193

中型 旋網（地元船） 5 35,124.9 7,414,920 8,008,113 2,435,967.2 405,861,294 438,330,189

06 4 0.0 0 0 1,014,470.0 209,063,544 225,788,626

中型 旋網（地元外） 5 42,215.0 6,296,440 6,800,155 1,092,347.0 212,921,685 229,955,422

07 4 93.0 307,800 332,424 97,221.0 65,237,500 70,456,509

小型いか釣（5ｔ以上） 5 480.0 1,321,560 1,427,285 94,736.0 86,323,150 93,229,008

08 4 12.0 34,700 37,476 5,726.0 4,666,920 5,040,273

い か 釣 （ 5 ｔ 未 満 ） 5 164.0 539,100 582,228 5,156.0 6,135,500 6,626,340

09 4 3,054.4 1,345,500 1,453,141 316,093.8 89,785,546 96,968,418

大 型 定 置 網 5 10,033.1 3,214,635 3,471,805 142,816.0 64,370,575 69,520,220

10 4 0.0 0 0 24,427.9 6,966,380 7,523,689

小 型 定 置 網 5 0.0 0 0 12,391.9 5,521,887 5,963,636

11 4 0.0 0 0 0.0 0 0

し い ら 網 5 0.0 0 0 0.0 0 0

12 4 982.7 7,250,330 7,830,358 74,523.9 57,055,881 61,620,361

一 本 釣 （ 浜 田 ） 5 1,496.5 5,776,130 6,238,220 59,351.7 45,374,120 49,004,054

13 4 177.9 1,371,940 1,481,696 26,604.1 16,387,729 17,698,756

一 本 釣 （ 国 府 ） 5 437.2 2,187,865 2,362,895 20,603.4 20,995,453 22,675,089

14 4 518.3 745,060 804,665 15,900.1 18,964,985 20,482,191

一 本 釣 （ 長 浜 ） 5 1,579.0 2,348,680 2,536,576 15,620.8 20,123,225 21,733,093

15 4 81.3 267,200 288,576 7,917.2 10,820,654 11,686,305

一 本 釣 （ 津 摩 ） 5 246.9 173,600 187,488 10,435.2 13,471,899 14,549,663

16 4 28.4 8,200 8,856 11,931.5 11,481,000 12,399,494

一 本 釣 （ 三 隅 ） 5 458.3 700,520 756,561 10,525.1 12,693,620 13,709,107

17 4 641.2 890,090 961,297 49,703.4 30,165,496 32,578,765

一 本 釣 （ 江 津 ） 5 1,614.2 2,079,875 2,246,266 42,266.1 31,329,272 33,835,618

18 4 758.0 629,360 679,709 20,687.4 16,105,471 17,393,914

近 隣 支 所 5 121.8 137,780 148,802 48,720.9 30,389,234 32,820,373

19 4 33.0 40,920 44,194 2,407.7 2,972,106 3,209,873

そ の 他 5 14.5 29,740 32,120 1,416.1 1,619,583 1,749,143

20 4 10,848.7 52,734,323 56,953,068 116,687.6 247,675,749 267,489,818

陸 送 5 11,113.3 43,483,740 46,962,441 112,096.2 261,786,311 282,729,216

4 575,636.8 343,424,211 370,898,177 10,183,917.8 3,236,124,295 3,495,014,709

合 計 5 772,622.8 351,467,381 379,584,776 10,510,151.7 3,477,568,073 3,755,773,723

196,986.0 8,043,170 8,686,599 326,233.9 241,443,778 260,759,014

134.2 102.3 103.2 107.5

前 年 と の 増 減

43.9 72.7 58.8 54.5

102.4 82.5 96.1 105.7

251.7 233.7 85.0 103.9

16.1 21.9 235.5 188.7

303.7 65.0 131.8 124.5

1,613.7 8,542.9 88.2 110.6

245.8 159.5 77.4 128.1

304.6 315.2 98.2 106.1

‐ ‐ ‐ ‐

152.3 79.7 79.6 79.5

328.5 238.9 45.2 71.7

‐ ‐ 50.7 79.3

516.1 429.4 97.4 132.3

1,366.7 1,553.6 90.0 131.5

64.5 38.4 118.9 111.7

‐ ‐ 107.7 101.8

‐ ‐ ‐ ‐

185.9 142.7 110.4 119.2

令 和 6 年 1 月 26 日
産 業 建 設 委 員 会 資 料 № 2
産 業 経 済 部 水 産 振 興 課

84.1 89.8 84.3 103.6

‐ ‐ ‐ ‐
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令 和 6 年 1 月 26 日

産業建設委員会資料No.3

産業経済部水産振興課
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(円/㎏）(トン)

ノドグロ 水揚量・単価推移［メッキン（ノドグロ小）除く］

R4水揚量 R5水揚量 R4単価 R5単価

8,513円
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（円/㎏）（トン）

カレイ類 水揚量・単価推移

R4水揚量 R5水揚量 R4単価 R5単価

552円

地元沖合底びき網漁業 主要魚種水揚量・単価の推移

846円

6,845円
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令 和 6 年 1 月 26 日

産業建設委員会資料No.4

産業経済部水産振興課
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（円/㎏）（トン）

アナゴ 水揚量・単価推移

R4水揚量 R5水揚量 R4単価 R5単価

1,096円
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アンコウ 水揚量・単価推移

R4水揚量 R5水揚量 R4単価 R5単価

951円

地元沖合底びき網漁業 主要魚種水揚量・単価の推移

790円

1,396円
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令 和 6 年 1 月 26 日

産業建設委員会資料No5

産業経済部水産振興課
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大中型船 マアジ水揚量・単価推移
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大中型船 サバ類 水揚量・単価推移

R4水揚量 R5水揚量 R4単価 R5単価

大中型まき網漁業 主要魚種水揚量・単価の推移

370円

129円

218円

424円
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令 和 6 年 1 月 26 日

産業建設委員会資料No.6

産業経済部水産振興課
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地元中型船 マアジ水揚量・単価推移

R4水揚量 R5水揚量 R4単価 R5単価

230円

418円

地元中型まき網漁業 主要魚種水揚量・単価の推移

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300

350

400

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

（円/㎏）（トン）

地元中型船 サバ類 水揚量・単価推移

R4水揚量 R5水揚量 R4単価 R5単価

83円

92円



令 和 6 年 1 月 26 日

産業建設委員会資料No.7

産業経済部水産振興課
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ケンサキイカ 水揚量・単価推移

R4水揚量

R5水揚量
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R5単価

3,318円

いか釣漁業（5ｔ以上・5ｔ未満） 主要魚種水揚量・単価の推移
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R3単価

R4単価

3,686円


